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Day1: 2026年6月17日（水） Day2: 2026年6月18日（木） Day3: 2026年6月19日（金）

09:40-10:00

（20分）

オープニング・トーク

共創の航海、ここから始まる― Social Impact Day 10年の軌跡

と次の地平へ 09:30-10:40

（70分）

スペシャルセッション②

日本のインパクト・エコノミー10年の歩み

09:30-10:20

（50分）

セッション⑨【同時通訳】

インパクト・ファイナンスにおけるインパクトの検証・保証の

動向〜BlueMarkの知見から

10:00-11:00

（60分）

基調講演【同時通訳】

「コレクティブ・インパクト」の15年、そしてこれから

セッション⑩

準備中

11:10-12:00

（50分）

協賛セッション①

農林水産業・地域活性化におけるインパクト創出・可視化の取

り組み～農福連携の現場の声を通じて～

10:50-11:50

（60分）

協賛セッション③

準備中

10:30-11:20

（50分）

協賛セッション⑥

IMMの“壁”を越える－実務者のリアルから紐解く、インパクト

測定・マネジメントの実践知

～ランチタイム～ ～ランチタイム～

11:30-12:20

（50分）

セッション⑪

準備中

13:00-13:50

（50分）

セッション①

新しい公益信託がはじまります！
13:00-13:50

（50分）

セッション⑤【同時通訳】

進むTISFD基準の策定〜ルール形成に関与するチャンス！

セッション⑫

準備中

セッション②

準備中

セッション⑥

準備中

14:00-15:00

（60分）

スペシャルセッション①

インパクトは何を変えたのか？― 10年の軌跡と次の地平

14:00-14:50

（50分）

協賛セッション④

準備中

15:10-16:00

（50分）

セッション③

準備中

15:00-15:50

（50分）

セッション⑦

準備中

セッション④

AI時代の社会的インパクト・マネジメントの設計論～価値形

成・意味形成のプロセスを問い直す～

セッション⑧

インパクトフィランソロピー：社会変革を生み出すために

16:10-17:00

（50分）

協賛セッション②

インパクト“K”プロジェクト座談会 2026 ～実践から紡ぐ、イン

パクトの現場～

16:10-17:10

（60分）

協賛セッション⑤【同時通訳】

インパクトの主流化へ〜３メガバンクによるインパクトエコノ

ミーの形成

18:00-20:00

（120分）
懇親会



6月 17日（水）

09:40 - 10:00

2

共創の航海、ここから始ま

る― Social Impact Day 

10年の軌跡と次の地平へ

【オープニング】

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ 業務執行

理事、株式会社Stem for Leaves代表取締役
Social Impact Dayは2026年、10周年という節目

を迎えます。本セッションでは、この10年間の

Social Impact Dayの歩みを振り返りながら、世界

や日本におけるインパクト・エコノミーの進展と

変化を共有します。その上で、本年のテーマ「共

創の航海」に込めた意味を紐解き、セクターを超

えた共創の重要性と、これからの社会変革の方向

性を提示します。参加者一人ひとりが“担い手”と

してこの航海に参加する意義を感じ、3日間の議

論への期待を高める導入セッションです。

大学、大学院修了後、コンサルティング会社、シンクタンクを経て2017年に独立。

企業の経営支援を行うほか、社会的インパクト投資・評価に関する調査研究、実践

支援等を行う。多摩大学サステナビリティ経営研究所客員研究員。

渋澤健

Speaker

複数の外資系金融機関でマーケット業務に携わり、2001年にシブサワ・アンド・カ

ンパニー株式会社を創業し代表取締役に就任。07年にコモンズ株式会社（現コモン

ズ投信株式会社）を創業、08年に会長に就任。経済同友会幹事、UNDP（国連開発

計画）SDG Impact運営委員会委員、東京大学社会連携本部シニアアドバイザー、

等。

高木麻美

Moderator

コモンズ投信株式会社取締役会長、シブサワ・アンド・カンパニー代表取締

役、一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ評議員



10:00 - 11:00
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米国（6年）、南アフリカ（5年半）含め市民社会強化の分野でのNPO/NGOマネ

ジメント歴25年。2013年帰国後、セクターを超えてインパクト・マネジメントの

普及に尽力。現在、インパクト・コンソーシアムデータ・指標分科会座長、日本

評価学会副会長・研修委員長、休眠預金等活用法における指定活用団体評価アド

バイザー、UNDP認定SDGインパクト基準トレーナー、国際協力機構（JICA）事

業評価外部有識者委員会委員、TISFD Regional Council メンバー（Asia-Pacific）、

Blue Marble Evaluation Global Advisory Council 委員など。

今田克司

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ代表

理事、株式会社ブルー・マーブル・ジャパン代表取締役

Jennifer Splansky 

Juster 氏

Speaker「コレクティブ・インパ

クト」の15年、そしてこ

れから

【基調講演】

2011年、ジョン・カニアとマーク・クレイマー

は『スタンフォード・ソーシャル・イノベーショ

ン・レビュー（SSIR）』において「コレクティ

ブ・インパクト」という概念を提唱し、それは瞬

く間に世界的な現象となりました。提唱から15

年を経た今、本基調講演ではこの運動の変遷と成

果、現状、そして実践の未来像を検証します。

日英
同時通訳

Moderator

ジェニファー・スプランスキー・ジャスター氏は、コレクティブ・インパクト

分野において世界的に著名なリーダーであり、数多くのコレクティブ・インパ

クト・プロジェクトに携わり、設計した研修機会へ参加した実践者は1000人を

超える。

組織戦略、評価、プログラム設計について、多くの財団、非営利団体、政府機

関、企業を支援してきた。過去のクライアントには、ビル＆メリンダ・ゲイツ

財団、コンラッド・N・ヒルトン財団、マリン・コミュニティ財団、ジラー

ド・カレッジ、パッカード財団、シリコンバレー・アライズなどが含まれる。

Executive Director, Collective Impact Forum

6月 17日（水）
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岡本純宜氏

Speaker

農林水産業・地域活性化にお

けるインパクト創出・可視化

の取り組み ～農福連携の現

場の声を通じて～

【協賛セッション①】

企業が事業を通じてインパクトを創出し、それを定量化・管

理して企業価値向上につなげる「インパクト・マネジメン

ト」の取組みが加速しています。セッション前半では、農林

中央金庫から第一次産業を支える金融機関としてポジティブ

なインパクト創出を重視する理由や関連する取組み、インパ

クトサークルからインパクト可視化の重要性をご紹介します。

セッション後半では、農林中央金庫前橋支店および農業法

人・福祉事業者の皆様で推進している「農福連携」の取組み

について、パネルディスカッションを実施します。「農業の

人手不足」と「福祉の就労確保」という二つの社会課題の解

決に向けて、現場で実際に価値を生み出している方々の声を

お届けします。

【協賛：農林中央金庫】

2010 年に農林中央金庫入庫。大阪支店・本店営業第四部・シンガポール支店にて法人融資、営業企画部に

て海外・外貨融資の企画や企業向け融資にかかるサステナブルファイナンス企画業務を担当。2023 年 4 月

より経営企画部にて農林中央金庫自身のサステナビリティ戦略策定・情報開示を担当しており、農林中央

金庫全体のインパクトファイナンスやインパクト評価にかかる戦略策定・企画・実践支援業務に従事。

農林中央金庫経営企画部サステナブル経営班部長代理

6月 17日（水）

11:10 - 12:00

中山彩華氏

Speaker

2021年に総合コンサルティングファームに入社。地方自治体・地方空港に対し、太陽光発電設備設

置計画策定や二次交通における温室効果ガス削減計画等の脱炭素化に向けた計画策定支援に従事。

2025年11月に農林中央金庫に入庫。経営企画部サステナブル経営班にて、サステナビリティ情報開

示やインパクト評価にかかる戦略策定・企画・実践支援業務を担当。

農林中央金庫経営企画部サステナブル経営班

大村龍太朗氏

Speaker

新生銀行にてコーポレートローン・デリバティブ営業を経て、LBOファイナンスなどストラクチャード

ファイナンスの組成、PEファンド向けのLP投資業務に従事。その後、新生企業投資にてスタートアッ

プ投資業務に携わる。インパクトサークルに参画し、フィリピン・日本でのインパクトファイナンス事

業の立ち上げ・管理・インパクト可視化に従事するとともに、VCファンド、上場企業、スタートアッ

プ、NPOなどに対してインパクト可視化やインパクトマネジメントの支援を行う。

インパクトサークル株式会社インパクト可視化事業部長兼経営企画室長

長沼芳憲氏

Speaker

高崎経済大学を卒業後、家業を継ぎ、2015年に株式会社長沼農園の代表取締役に就任。群馬県伊勢

崎市にて、ネギ・ニラ・枝豆・米麦を中心に35haの農園経営を行っている。かねてより「障がい

者・健常者ともに働きやすい環境づくり」を掲げ、特別支援学校の就労体験を受け入れており、

2023年からは、福祉事業所への作業委託による農福連携にも着手。正社員や技能実習生の採用、農

福連携など、多様な人材が活躍できる体制を構築し、さらなる事業拡大を目指す。

株式会社長沼農園代表取締役

尾内亮介氏

Speaker

大学四年生のときに、学生アルバイトながら週五勤務の衆議院議員永田町事務所の私設秘書として、社

会人の入り口に立つ。大学卒業後、大手建設会社建築営業、国際コンサルタント会社などを経験し、地

元の医療機関に事務長として勤務。ダウン症の長男を授かるところから障害福祉への興味が強くなり、

20年勤務した医療機関を退職し、障害福祉の仕事へ。2023年にぶどうの木に入職し、現在に至る。

社会福祉法人キャッチジャパン指定障害福祉サービス事業所ぶどうの木 企画部長

戸田歩未氏

Speaker

2020年に農林中央金庫前橋支店に入庫。総務班、コーポレートサービス班を経て、2023年4 月より

営業班にて農業者向け融資営業を担当。群馬県内の農業者向けに金融・非金融ソリューションを提

供する中、労働力支援の一環として農福連携のマッチング支援を実施。2024年に農福連携の社会的

インパクト評価を行うなど、金融と社会的インパクト創出の両立に取り組む。

農林中央金庫前橋支店営業班



13:00 - 13:50
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内閣府公益法人行政担当室次長。行政不服審査法の見直しや行政の情報公開、規

制改革ではハンコの見直しにも携わり霞が関の界隈に３０年ほど。公益法人関係

の仕事に携わったのは、「天下り問題」と「仕分け」に翻弄された時代も含めて

合計８年。公益認定の現場では、勧告や不認定など厳しい仕事もしました。公益

信託制度は、９年前に自分も参画した研究会で検討が始まり、法案の策定から本

年4月の施行に至るまで関わっており、格別の思い入れがあります。

「民間公益は成長産業」という言葉を胸に取り組んでいます。
大野卓氏

内閣府公益法人行政担当室次長

Speaker

Speaker

新しい公益信託がはじまり

ます！

【セッション①】

2026年4月に施行される新しい公益信託制度は、信

託財産の範囲拡大や受託者の多様化など、大幅な制

度刷新を通じて民間の公益活動をより柔軟に支える

仕組みに生まれ変わります。

NPOやソーシャルセクターにとっては、寄付者の

想いを反映した新たな資金受入の選択肢として活用

でき、助成にとどまらない多様な公益活動への応用

も可能となります。

本セッションでは、制度の最新ポイントと共に、実

際に寄せられている相談事例を紹介しながら、現場

での活用可能性を具体的に探ります。登壇者には制

度所管の内閣府公益法人行政担当室次長を迎え、制

度の背景と今後の展望をわかりやすく解説します。

Moderator

決まり次第、お知らせいたします

※登壇者調整中

小柴優子氏

内閣府公益認定等委員会事務局上席政策企画官、

フィランソロピーアドバイザーズ株式会社代表取締役

PwCコンサルティングで官公庁向け戦略策定等の経験を経て、2016年ケイスリ

ー創業。行政、投資家や財団、企業やNPOなど多様な団体と協働し、インパクト

投資やインパクト測定・マネジメント（IMM）、成果連動型官民連携事業

（PFS/SIB）の導入支援など、社会課題解決を軸にしたコンサルティングサービ

スを提供する。その他、琉球大学非常勤講師（専門：インパクト投資／SIB）、

内閣府PFSアクションプラン検討会議民間有識者、内閣府市町村施策支援アドバ

イザー等を兼務。沖縄県中頭郡読谷村在住。

6月 17日（水）



14:00 - 15:00
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インパクトは何を変えた

のか？― 10年の軌跡と

次の地平

【スペシャルセッション①】

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ 業務執行理事、株式会社Stem

for Leaves代表取締役

この10年、社会的インパクトはどこまで社会を動

かしたのでしょうか。本セッションでは、制度化

の進展、インパクト投資の拡大、IMMの実装、そ

して形骸化や手法偏重への違和感までを含め、国

内外の「あれやこれや」を率直に振り返ります。

SIMI理事との四方山話を通じて、成果と課題の現

在地を確認し、次の地平を構想する場とします。

米国（6年）、南アフリカ（5年半）含め市民社会強化の分野でのNPO/NGOマネジメント歴25年。2013

年帰国後、セクターを超えてインパクト・マネジメントの普及に尽力。現在、インパクト・コンソーシア

ムデータ・指標分科会座長、日本評価学会副会長・研修委員長、休眠預金等活用法における指定活用団

体評価アドバイザー、UNDP認定SDGインパクト基準トレーナー、国際協力機構（JICA）事業評価外部

有識者委員会委員、TISFD Regional Council メンバー（Asia-Pacific）、Blue Marble Evaluation Global 

Advisory Council 委員など。

今田克司

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ代表理事、株式会社ブルー・マ

ーブル・ジャパン代表取締役

Speaker

米国にてMBA取得後、GE Internationalに入社。慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任講師。内閣

府「社会的インパクト評価の普及促進に係る調査」有識者委員等を歴任。

伊藤健

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ業務執行理事、特定非営利活動法人

ソーシャルバリュージャパン代表理事

Speaker

大学、大学院修了後、コンサルティング会社、シンクタンクを経て2017年に独立。企業の経営支援を行

うほか、社会的インパクト投資・評価に関する調査研究、実践支援等を行う。多摩大学サステナビリテ

ィ経営研究所客員研究員。

幸地正樹

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ業務執行理事、ケイスリー

株式会社代表取締役

Speaker

PwCコンサルティングで官公庁向け戦略策定等の経験を経て、2016年ケイスリー創業。行政、投資家や財

団、企業やNPOなど多様な団体と協働し、インパクト投資やインパクト測定・マネジメント（IMM）、成

果連動型官民連携事業（PFS/SIB）の導入支援など、社会課題解決を軸にしたコンサルティングサービスを

提供する。その他、琉球大学非常勤講師（専門：インパクト投資／SIB）、内閣府PFSアクションプラン検

討会議民間有識者、内閣府市町村施策支援アドバイザー等を兼務。沖縄県中頭郡読谷村在住。

高木麻美

Speaker

グロービス経営大学院卒業（MBA）。環境コンサルティング会社を経て、2009年公益財団法人信頼資本財団

に設立時より参画し事務局長を務め、社会起業家に対する無利子・無担保融資事業やNPOのファンドレイジン

グ支援事業を行う。 2014年NPO法人日本ファンドレイジング協会へ入職し事務局長を務め、2019年からは常

務理事も兼務。2020年5月からは合同会社シッカイヤを創業して代表に就任。 SIB（ソーシャル・インパク

ト・ボンド）の日本導入や社会的インパクト評価・マネジメントの推進などに従事。鴨崎貴泰
Moderator

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ 専務理事、認定NPO法人日本ファ

ンドレイジング協会常務理事/社会的インパクトセンター長、長野県立大学客員准教授

6月 17日（水）
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25年以上にわたり、UXデザイナー兼リサーチャーとして人間中心設計（HCD）

の実践に従事。ヘルスケア領域でのアウトカム評価をきっかけに、ユーザーの体

験価値を社会的な価値へと昇華させるプロセスのデザインに深く関心を持ち、社

会的インパクト・マネジメント（SIM）へと専門領域を広げる。

2024年より現職のIMMチームにて、各事業やプロジェクトのロジックモデル策定

や評価指標設計、インパクト・マネジメントを担当。日本評価学会認定評価士、

HCD-Net認定人間中心設計専門家。伊藤泰久氏

認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ・インパクト

オフィサー

Speaker

Speaker

AI時代の社会的インパク

ト・マネジメントの設計論

～価値形成・意味形成のプ

ロセスを問い直す～

【セッション④】

様々な領域でAI活用が広がる中、社会的インパク

ト・マネジメント（SIM）も例外ではありません。

AIが実務に組み込まれつつある今、私たちSIM実践

者は、自らの役割と、これまで価値や合意をどのよ

うに形づくってきたのかを問い直す必要があります。

本セッションでは、目的設定・評価設計・報告の各

段階で、主体性や合意形成がどこで揺らぐのかを見

つめます。そのうえで、AIを単なる効率化の道具と

してではなく、価値形成や意味形成にどう関わるも

のとして位置づけるのかを問い、AIとの協働につい

て考えます。

Moderator

福島県福島市出身。大日本印刷株式会社、株式会社マクロミル、株式会社リクルー

トドクターズキャリアを経て、東日本大震災を契機に福島市で合同会社シェアー

ド・エスイーを設立。大学におけるAI教育に携わるほか、社会調査、EBPM支援、

社会的インパクト評価にも取り組んでいる。

一般社団法人オープンデータラボ理事・事務局長、合同会社シェアー

ド・エスイー代表社員

千葉直紀

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ事務局、

株式会社ブルー・マーブル・ジャパン・代表取締役

P社会的インパクト・マネジメント／IMM（インパクト測定・マネジメント）お

よび評価を軸として、ソーシャルセクター（NPO/NGO/ソーシャルビジネス）、

ビジネスクター（大企業/中小企業）、金融セクター、パブリックセクターなど

を広く渡りながら、社会の諸課題が解決されるような実務支援（社会的インパク

トを創出するための戦略構築や評価伴走支援）や人材育成（IMM研修や評価研

修）を得意としている。社会的事業に関する評価のあり方や認証制度等に関する

国内外の調査を広く行ってきている。

6月 17日（水）

長井英之氏
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大学、大学院修了後、コンサルティング会社、シンクタンクを経て2017年に独立。

企業の経営支援を行うほか、社会的インパクト投資・評価に関する調査研究、実践

支援等を行う。多摩大学サステナビリティ経営研究所客員研究員。

高木麻美

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ業務

執行理事、株式会社Stem for Leaves 代表取締役

2004年より現SBI新生銀行グループ。不良債権投資、不動産証券化、ベンチャー

／バイアウト投資などを担当。2017年に邦銀系初のインパクト投資ファンド「子

育て支援ファンド」、2019年に2号「はたらくFUND」を設立。2024年2月に独立

しインパクト・キャピタル（株）を始動。同年5月に「人」の「Well-Being」を追

い求める「インパクト・キャピタル１号」を設立。金融庁「インパクト投資等に

関する検討会」委員、経産省「J-Startup Impact」選定委員、JANPIA「休眠預

金活用資金分配団体（出資）投資審査会」委員など。日経WOMAN「ウーマン・

オブ・ザ・イヤー2019」受賞。

高塚清佳氏

インパクト・キャピタル株式会社代表取締役

Speaker

川本めぐみ氏

Speaker

インパクト“K”プロジェク

ト座談会 2026 ～実践から

紡ぐ、インパクトの現場～

【協賛セッション②】

今年も開催します！毎年恒例の「インパクト“K”プロジ

ェクト座談会」。

かんぽ生命によるインパクト投資の社内認証フレームワ

ーク「インパクト“K”プロジェクト」。本座談会では、

同認証を取得したファンドの皆さまをお迎えし、インパ

クト志向を実装してきた実践者とかんぽ生命が、投資家

とアセットオーナー双方の視点から経験やノウハウを率

直に共有し、インパクト投資の現場における「リアル」

を語ります！

【協賛：株式会社かんぽ生命保険】

Moderator

熊本大学医学部卒業後、臨床研修の期間を含め6年間、臨床医として病院に勤務。

その後、厚生労働省に入省、医系技官として本省・地方自治体・地方厚生局等で

の勤務を経験。主に健康政策や医療政策の計画作成・管理に関わる業務等に従事

してきた。医療領域における課題解決にこれまでとは異なる視点から取り組みた

いと思い、2024年より日本PMIパートナーズに参画。現在は社内におけるインパ

クト投資に関する業務や投資先のPMI業務を主に担当している。

日本PMIパートナーズ株式会社ディレクター兼インパクトオフィサー

小林巧氏

Speaker

大学卒業後、地方銀行にて個人・法人営業を経験。2009年にかんぽ生命に入社し、

資産運用部門で国内外企業を対象としたクレジット・アナリスト業務に従事。外

部出向を経て、海外企業の調査・分析業務や国内外社債投資のファンドマネジメ

ント業務を経験し、2022年から責任投資推進室に着任。サステナブル投資・責任

投資の推進体制構築、同投資方針・計画の策定、インパクト投資に関する社内体

制の整備などを推進。

株式会社かんぽ生命保険運用企画部責任投資推進室室長

6月 17日（水）



09:30 - 10:40

9

Speaker

Speaker

日本のインパクト・エコ

ノミー10年の歩み

【スペシャルセッション②】

今年初めに、オックスフォード大学サイード・ビジ

ネス・スクールの講師陣によって、日本のインパク

ト・エコノミー10年の歩みをまとめた事例・映像シ

リーズがスコール社会起業家センターから公開され

ました。本ケース・映像シリーズは、国内外の研究

者・実務家向けに体系的に整理・分析したもので、

オックスフォードインパクト投資プログラムの教材

として採用されました。本セッションでは、同ケー

ス・映像シリーズを題材に、日本におけるインパク

ト投資・エコノミーのエコシステム構築の10年を振

り返り、今後10年はどうあるべきか、日本が世界各

国に伝えられることがあるとすれば何なのかを日本

のインパクト・エコノミー推進を担ってきた実践者

たちの間で対話します。

Moderator

決まり次第、お知らせいたします

※登壇者調整中

菅野文美氏

一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）SIIFグローバルヘッド

2017年7月に当財団に参画し、インパクトVCファンド「はたらくFUND」にパー

トナーとして従事する他、SIIFの注力課題領域におけるシステムチェンジやイン

パクト・エコノミーへの移行に向け、グローバルな先駆者や業界団体との連携を

リードする。

SIIFに参画する前は、日本総合研究所にて日本企業による新興国インパクトビジ

ネスの立ち上げ支援、インパクト投資の研究、ESGリサーチを担当。その前は、

フランス系銀行デクシア東京支店にてリスクマネジメント業務に従事。職業人生

の起点として、国際NGOプラン・チャイナ職員として中国農村部における教育

やインパクト評価事業に携わる。東京大学卒業、国立台湾大学国際華語研修所修

了、コロンビア大学国際・公共政策大学院にて国際関係修士取得。

6月 18日（木）

決まり次第、お知らせいたします

※登壇者調整中
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Bernadette Victorio氏は、アジア太平洋地域において多国間プログラムやパート

ナーシップを主導してきた15年以上の経験を持つ、国際開発およびサステナブ

ル・ファイナンスの専門家です。アジア開発銀行研究所（ADBI）、ドイツ国際

協力公社（GIZ）、金融包摂アライアンス（AFI）などの機関で、サステナブル・

ファイナンスおよびインクルーシブ・ファイナンス、ビジネスと人権、企業の説

明責任といった分野に注力してきました。ジェンダー平等と社会正義の強力な提

唱者として、Bernadetteは、公平な金融システムの構築において女性の声とリー

ダーシップを拡大することに尽力しています。彼女はTISFDのアジア太平洋地域

エンゲージメント・リードを務めると同時に、オックスファムの「フェア・ファ

イナンス・アジア・プログラム」の責任者も兼任しています。同プログラムは、

10カ国と90以上の市民社会パートナーを網羅する地域イニシアチブであり、サス

テナブル・ファイナンスと責任あるクロスボーダー投資を推進しています。

Bernadette 

Victorio 氏

APAC Engagement Lead, TISFD

Speaker

Speaker

進むTISFD基準の策定〜

ルール形成に関与するチ

ャンス！

【セッション⑤】

新たなグローバル・サステナビリティ開示基準である

TISFD（不平等および社会関連財務開示タスクフォー

ス）は2024年秋より始動し、基準制定に向けた作業が

始まっています。2027年末のフレームワーク発効を見

据え、2026年5月にベータ版フレームワーク（バージ

ョン1）が発表されました。

本セッションでは、フレームワーク構築の最新状況に

加え、イニシアチブ全体および日本企業にとって特に

重要なポイントについて説明します。このセッション

参加を機に、ベータ版フレームワークに対するコメン

トが多く発せられることが期待されます。

* SIMIはTISFDアライアンスのメンバーであり、代表理事

の今田はTISFDアジア太平洋地域別協議会のメンバーの一

員になっています。

Moderator

1989年に日本銀行入行。米国連邦準備制度理事会（FRB）出向を経て、企画局政策調

査課長、金融機構局審議役、決済機構局長を歴任。この間、FSB/AGV（金融安定理事

会、脆弱性分析グループ）やBIS/CPMI（国際決済銀行、決済・市場インフラ委員会）

のメンバーとして活動。2020年に日本生命保険に入社。2021年からPRI理事に就任。

2025年からTISFD運営委員会メンバーとして活動。工学博士。経済学修士。

日本生命保険常務執行役員、PRI（国連責任投資原則）理事、

TISFD 運営委員会メンバー

Zhen Lee 

氏

SIMIフェロー、AVPNインパクト投資・ブレンドドファイナンスチーム

マネージャー

Zhen Lee氏は現在、アジア全域でインパクト創出のための資本動員に取り組むシ

ンガポール本拠のネットワーク組織AVPNにおいて、インパクト投資・ブレンド

ドファイナンスチームのマネージャーを務めている。

AVPN加入前は、ジュネーブの国連社会開発研究所（UNRISD）に勤務。持続可

能性報告およびインパクト管理フレームワークのための不平等・社会関連指標に

関する研究、ならびに政策立案者向け代替経済モデルの研究に貢献した。キャリ

ア初期にはマレーシアのKPMGでガバナンス・サステナビリティコンサルティン

グに従事、世界持続可能開発企業協議会（WBCSD）の在籍等の経歴をもつ。

6月 18日（木）

木村武氏

日英
同時通訳
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松島拓

一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ事務局

スタッフ、Japan Impact Institute マネージング・ディレクター（認

定特定非営利活動法人日本ファンドレイジング協会）

岡部晴人氏

米日財団在日代表

Speaker

Speaker

インパクトフィランソロピ

ー：社会変革を生み出すた

めに

【セッション⑧】

社会課題が複雑化する中で、単一の解決策や短期的な成

果だけでは、持続的な変化を生み出すことが難しくなっ

ています。こうした課題には、不確実性を受け入れなが

ら試行錯誤を重ね、さまざまな主体と連携して取り組む

ことが求められます。フィランソロピーは、こうした取

り組みを支える資金として、高い自由度や長期的な支援

に加え、不確実性の高い領域にもリスクを取って資金を

投じられることや、他の資金や主体を呼び込む触媒機能

などの特性を有しています。本セッションでは、これら

の特性を活かした「インパクトフィランソロピー」の考

え方を提示しつつ、実践事例をもとに資金提供の設計や

関係性のあり方を考えます。

Moderator

6月 18日（木）

決まり次第、お知らせいたします

※登壇者調整中

Japan Impact Institute（JII）では、インパクト・マネジメントの推進をはじめ、グ

ローバルパートナーとの連携事業を担当。以前は非営利組織向けのファンドレイジ

ング支援組織を経て、国際協力NGO駐在員として約5年間ミャンマーおよびカンボ

ジアで地域開発や障がい児教育に携わる。日本評価学会認定評価士・認定ファンド

レイザー。社会的インパクト・イニシアチブ（SIMI）事務局スタッフ。

1998年生まれ。東京大学教養学部卒業後、経営コンサルティングファームであるベ

イン・アンド・カンパニーの東京・ドバイオフィスにて、政府機関、民間企業、

NPOを対象に経営課題に関するアドバイザリーに従事。同社のソーシャルインパク

ト活動にも精力的に関わり、プロボノコンサルティングや知見発信を行った。その

後ハーバード大学公共政策大学院（米国）に留学し、フィランソロピー・NPO経営

等を研究。修士論文は「フィランソロピーの再活性化：日本における構造的課題と

今後の展望」。2025年より現職。米日財団では、日本におけるNPO・フィランソロ

ピーのエコシステム強化を目指し、パートナー団体との協働・助成を通じた長期的

なソーシャルインパクトの拡大に取り組む。NPO法人SVP東京パートナー。認定

NPO法人CLACK 理事。京都大学成長戦略本部連携研究員。
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筑波大学卒。商社、監査法人等の勤務をへて、1997年高崎経済大学経済学部講師。2008

年教授、2017年副学長を経て、2021年より現職。専門は責任投資（ESG投資）、非財務

情報開示。環境省「グリーンファイナンスに関する検討会」座長、「ESG金融ハイレベ

ル・パネル」委員、金融庁「サステナブルファイナンス有識者会議」座長、インパクト

コンソーシアム会長、内閣府「休眠預金等活用審議会」委員等を歴任。主な著書に

『ESG投資－新しい資本主義のかたち』（日本経済新聞出版社）、『責任ある投資－資

金の流れで未来を変える』(岩波書店)、『サステナブルファイナンス最前線』（編著、

きんざい）、『サステナビリティ基準がわかる』（共著、日本経済新聞出版社）、『意

図をもつ金融－インパクトファイナンスのすべて』（監修、きんざい）など。

水口剛

公立大学法人高崎経済大学学長、一般財団法人社会的インパクト・

マネジメント・イニシアチブ評議員

みずほフィナンシャルグループ

Speaker

Speaker

インパクトの主流化へ

〜３メガバンクによるイン

パクトエコノミーの形成

【協賛セッション⑤】

本セッションでは、日本の３メガバンクによるインパクト

への取り組みを取り上げます。

2024年から25年にかけて、それぞれ「インパクトビジネ

スの羅針盤」（みずほFG, 2024年5月）、「インパクトレ

ポート2024」（三井住友FG, 2024年8月）、「未来につな

ぐ～MUFGの社会課題解決～」（MUFG, 2025年4月）を発

表し、インパクト志向や社会課題解決や価値創造に対する

コミットメントを強めていくことを公にしています。これ

らをもとに、インパクトに関するそれぞれの具体的取り組

みを、特にグローバル課題への対応を中心に紹介してもら

い、その共通点を探った上で、日本そして世界のインパク

トエコノミーに向けた抱負を語り合います。

【協賛：株式会社みずほフィナンシャルグループ】

Moderator

Speaker

6月 18日（木）

三菱UFJフィナンシャルグループ

三井住友フィナンシャルグループ

日英
同時通訳
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ウォール街で上級職を務めた実績を持つインパクト投資分野での著名なリーダー。

2020年、コンサルティング会社Tidelineからスピンアウトした新しいインパクト

検証事業であるBlueMarkのCEOに着任。BlueMarkチームを監督し、さまざまな

投資家タイプやアセットクラスで数多くの検証業務を直接指揮してきている。

また、Tidelineの共同設立者兼マネージング・パートナーとして、主要な財団、

世界最大級の金融仲介機関、ファミリー・オフィスや非営利団体とのコンサルテ

ィング業務の多くを主導してきた。現在、CASE i3、Impact Assets 50審査委員

会、BRAC USA諮問委員会の委員を務めるほか、BRAC USAやその他いくつかの

非営利団体の理事を務めている。

https://bluemark.co

Christina 

Leijonhufvud 

氏

CEO, BlueMark

Speaker

Speaker

インパクト・ファイナンスにお

けるインパクトの検証・保証の

動向〜BlueMarkの知見から

【セッション⑨】

現在に至るインパクト投資の発展の中で、インパクトの

質を維持し、インパクトウォッシングを防止するための

慎重な検討が常になされてきました。IMM（インパクト

測定・マネジメント）フレームワークが確立され実践が

成熟し、さらなる「質の保証」を提供するためにインパ

クト検証の基準が開発されてきました。

本セッションでは、インパクト検証のリーディング企業

でありSIMIのパートナーであるBlueMarkを招き、イン

パクト投資市場におけるインパクト検証と保証の現状と

動向を探ります。また、アセットオーナーの視点に焦点

を当て、将来的にどのような検証が標準となるべきかに

ついて議論します。

Moderator

決まり次第、お知らせいたします

※登壇者調整中

中尾有希氏

GLIN Impact Consulting株式会社マネージャー

SDGパートナーズにてESG戦略コンサルティングを経験後、PwCアドバイザリ

ー合同会社でM&Aアドバイザリー、財務モデリング、ESG戦略策定、人権デュ

ーデリジェンス、M&A時のESGデューデリジェンス等に従事。

GLINでは、主に金融機関、PEファンド向けに、サステナビリティ戦略立案と推

進、投融資先へのエンゲージメント・企業価値向上支援、インパクト志向の投

資・経営の支援、人材育成（研修等）を提供。

https://glinimpact.com/

6月 19日（金）

09:30 - 10:20

日英
同時通訳

https://bluemark.co
https://glinimpact.com/
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大学にて環境問題を専攻。ITコンサルタント、環境・CSRコンサルタントを経て、

東日本大震災を機にNPOへ移り復興支援に従事。その後3年間バングラデシュ農村

における女性の収入創出事業に携わる。帰国後、社会的インパクト投資のNPO、社

会起業家支援のNPOを経て、2019年よりソーシャル分野におけるフリーランスとし

て独立。2021年より一般社団法人インパクト・マネジメント・ラボの共同代表。社

会的インパクトを軸とした事業伴走支援や事業開発を手掛ける。グロービス経営大

学院卒業（MBA）、著書に「ソーシャルセクターのための事業マネジメント実践ガ

イド」（2026年5月/英治出版）。土岐三輪氏

一般社団法人インパクト・マネジメント・ラボ 共同代表＆アソシエイト

投融資や事業活動の意思決定にソーシャルインパクトが組み込まれる社会の創造に向

けて、インパクトサークル株式会社を創業。同社設立以前は、金融包摂型FinTechスタ

ートアップであるGlobal Mobility Service株式会社（J-Startup Impact第一期）の創業メ

ンバー/取締役として、日本および東南アジアにおける事業開発や資金調達を管掌。

前職を含め、十年以上にわたり一貫してインパクト事業の新規開発およびインパクト

ファイナンス関連業務に従事。

現在は、静岡大学客員教授、文部科学省アントレプレナーシップ推進大使も務める。高橋智志氏

インパクトサークル株式会社代表取締役社長CEO

Speaker

尾中友哉氏

Speaker

IMMの“壁”を越える－実務

者のリアルから紐解く、イ

ンパクト測定・マネジメン

トの実践知

【協賛セッション⑥】

社会課題を解決するために、社会的インパクト・マネジメ

ントやIMM（インパクト測定・マネジメント）の重要性が

広く認識される一方で、「何から始めるべきか分からな

い」「実装・運用が難しい」といった実務上の壁に直面す

る組織も少なくありません。本セッションでは、IMMに関

心があったり、導入を始めている実務者（事業者）が直面

している課題や試行錯誤を率直に共有します。それに対し、

IMM支援の専門機関が専門的視点から応答し、目的設定・

指標設計・意思決定への活用などまで踏み込んだ対話を展

開します。IMMの理想と現実のギャップをどう乗り越える

のか、明日からIMM実践に活かせるヒントを持ち帰ってい

ただけるセッションです。

【協賛：インパクトサークル株式会社】

Moderator

自身もCODA（ろう者の親を持つ聴者）として育ち、耳の聞こえない子どもたちが地

域で孤立する課題に向き合う。2017年に大阪で放課後等デイサービス「デフアカデ

ミー」を設立し、対面・オンライン（全国対応）で居場所を提供。このモデル事業

を全国に広げることで、どの地域でも聞こえない子どもが安心してつながれる社会

を目指している。社会的インパクトの可視化にはこれから本格的に取り組む段階。

認定NPO法人Silent Voice 代表理事

佐藤日向子氏

Speaker

スウェーデンのダーラナ大学（国際観光経営学）卒業。これまで日本・スウェー

デン・チェコを中心に、海外企業との連携やブランド立ち上げ支援、取材・執筆

などに従事し、ブランドやプロダクトの価値を言語化・発信してきた。2025年5

月より現職。広報およびCEOの補佐を担い、ToC（Theory of Change）の策定な

ど、社会インパクトの測定・可視化と発信へ取り組んでいる。

ONESTRUCTION株式会社広報／Chief of Staff

6月 19日（金）
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